
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M&CBSS 通信 

制作・企画：M&CBSS 事務局 
発行：エムアンドシーシステム㈱ 
〒710-0836 倉敷市沖 255-11 

TEL086-421-5378 FAX:086-421-5379 

http://www.mandc.co.jp/ 

～ごあいさつ～ 
寒い日々が続いていますね。岡山では珍しく
雪もふりました。でも暖かい日もあり三寒四
温、皆様におかれましては、体調崩さない様
にお気をつけください。今月も引き続き皆様の
お役に立てる様、情報配信させていただきま
す。M&C ビジネスサポートサービスを宜しくお
願いいたします。 
（M&CBSS事務局） 

エムアンドシービーエスエス  つうしん 
 

2018年 2月号 
 

2月号のもくじ 
 

☆ BSS コラム（IT） 

エムアンドシーシステム株式会社 
佐々木宏幸 

☆ BSS コラム（経営） 

   株式会社 M.M.C  
金廣利三氏 

☆  BSS コラム（労務） 

  倉敷社会保険労務士法人 
 山口哲司氏 

☆  M&C主催セミナーのご案内 

   社内で情報共有を始めよう!! 
クラウド型サービス「kintone」紹介セミナー 

 



 

 
「メルトダウン」「スペクター」って何？ 
 ～ パソコンに搭載された CPU(プロセッサ)の重大な脆弱性 ～ 

年明け早々、様々な媒体で本件に関するニュースを見かけるようになりました。影響を受ける範囲としては、 

１９９５年以降に製造された CPU(プロセッサ)ということになります。Windows、MacOS、iOS、Android 

などの OS に関わらず身の回りにある、パソコン、スマートフォンなどの機器が対象です。 

メルトダウン・・・Intel社の CPU を対象とした脆弱性 

スペクター・・・すべての CPU を対象とした脆弱性 
 
Microsoft社からは、1月 9日から脆弱性の影響を緩

和する為の、セキュリティ更新プログラムが公開されていま

す。お使いいただいておりますパソコンによってはプログラム

の提供がずれこむ場合もあるようです。 

現時点では余程特殊な環境でない場合を除き、対策

プログラムの提供がなされているかと思います。まだの場合

でも、対策プログラムの導入に関しては公式なルートから

のみ取得するようにお願いします。 

＃ 公式なルートから取得していない場合に不具合が生じた場合、対応策が得られない場合が考えられます。

十分にご注意ください。 

（エムアンドシーシステム株式会社 佐々木 宏幸） 

※ Windows 8 の場合は、8.1 へアップデートが必要。 

経営戦略の立案 その 7 
前回のクロス SWOT 分析で明らかとなった経営戦略は、企業として取組むべき大きな方向性を示す内容と

なっています。多くは各部署に跨る内容ですので、中心となる部署だけが取組むのではなく、各部署との調整を

行わなければ戦略の実現は困難となります。 

例えば、戦略として「収益性の改善」が出て来た時、開発部

には高付加価値製品の開発が、購入部には材料費のコスト

削減が、販売部には新規開拓やリピータ増による売上げが、企

業全体には変動費や固定費への経費削減が義務付けられま

す。つまり、企業内の各部署が連携して取組まなくては、経営

戦略を忠実に展開する事は困難と言えます。これを全体最適

化と言います。 

どの企業も経営改善へ取組まれていると思いますが、大半は

上手く行っていないのが実情です。中小企業庁の発表では、

①営業力・販売力の強化（売上げ）、②人材確保・育成、

③販売価格引上げ・コストダウン（収益性の改善）が長年に

渡る課題となっています。 

企業存続の上で最も重要となる改善策が、何故うまく成果

を出せないのか…？ その多くは、先ほどの全体最適化を施し

ていないから…と言えます。簡単な話で、双発のプロペラ機の片

翼にジェットエンジンを積替えても、上手く飛ぶとは思えません。

全体のバランスが取れて初めて全体が機能し、その行動を見て、

顧客は評価するのです。経営戦略によって何か新しい取組みを行う場合には、必ず全体最適化（バランスを

取る）を行ってください。 
（株式会社 M.M.C 金廣利三氏） 
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他企業等との連携強化

ＩＴの活用・促進

資金調達方法の多様化

海外事業展開

既存事業の絞り込み

供給能力の拡充（設備増…

自社ブランドの育成・強化
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人材の確保・育成

営業力・販売力の強化

経営基盤強化へ注力する分野
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2017年の中小企業の景気見通し 2016.11.30 日本政策金融公庫より引用

（％）



 

 

【改正育児・介護休業法のポイント】～平成２９年１０月１日施行～ 
 
改正内容１：保育所に入れない場合など、2歳まで育児休業の取得が可能になりました。 
☆子が１歳６か月に達する時点で、次のいずれにも該当する場合には、子が１歳６カ月に達する日の翌日
から子が２歳に達する日までの期間について、事業主に申し出ることにより、育児休業をすることができます。 
（比較的、保育園に入りやすい４月まで育児休業することができるようになりました。） 
①育児休業に係る子が１歳６カ月に達する日において、労働者本人または配偶者が育児休業をしてい
る場合 

②保育所に入所できない等、１歳６カ月を超えても休業が特に必要と認められる場合 
☆この２歳までの休業は、１歳６カ月到達時点で更に休業が必要な場合に限って申出可能となり、原則と
して子が１歳６カ月に達する日の翌日が育児休業開始予定日となります。なお、１歳時点で延長するこ
とが可能な育児休業期間は子が１歳６カ月に達する日までとなります。 

☆育児休業を延長した場合は、育児休業給付金の給付期間も２歳までとなります。（市町村が発行した
保育所等の入所保留の通知書など、確認書類が必要です。） 

 
改正内容２：子どもが生まれる予定の方などに育児休業等の制度などをお知らせする努

力義務の創設 
☆事業主は、労働者もしくはその配偶者が妊娠・出産したことを知ったとき、または労働者が対象家族の介護
をしていることを知ったときに、その労働者に対して個別に育児・介護休業等に関する制度（休業中・休業
後の待遇や労働条件など）を知らせる努力義務が創設されました。 

 
改正内容３：「育児目的休暇」の導入促進 
☆事業主は、小学校就学の始期に達するまでの子を養育する労働者について、育児に関する目的で利用で
きる休暇制度を設ける努力義務が創設されました。 

☆「育児に関する目的で利用できる休暇制度」とは、いわゆる配偶者出産休暇や、入園式、卒園式などの行
事に参加するための休暇などが考えられます。 

（倉敷社会保険労務士法人  山口哲司氏）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●開催日 ： 2018 年 2 月 16 日（金）（受付 13：15~） 

         13：30～ 第一部 M&C ビジネスサポートサービスの紹介 

         14：00～  「kintone」活用セミナー～まずは社内の Excel資産から超有効活用!～ 

●講 師  ：エムアンドシーシステム株式会社             

         笹井 正己 

●開催場所：エムアンドシーシステム株式会社 2F セミナールーム （倉敷市沖 255-11） 

●参加費  ： 無料（BSS会員の方優先）  ●定員 ： 10 名 

たくさんの方の参加をスタッフ一同お待ちしております。 
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BSS コラム（労務） 

経営者・総務担当者必見!! M&C主催無料セミナーのご案内 
 

 

社内で情報共有を始めよう!! 
 
開催のご案内プ 

クラウド型サービス「kintone」紹介セミナー 
～まずは社内の Excel資産から超有効活用!～ 

こういった方にオススメです。 
・「各メンバーの進捗報告を Excel で共有しているけど、上書き

などのトラブルが頻発！」 

・「案件進捗、顧客データ、 ToDo 管理など複数のツールを使っ

ているので、情報がバラバラ！」 

・「外出先から営業資料へアクセスしたい！」 

・「社外とのプロジェクトでメール + Excelデータが多くなり、管理が

大変！」 

今回のセミナーでは機能紹介に加え、実際にkintoneを用いてアプリの構築、情報共有、運用のデモンストレーションを行います。
Kintoneの活用で企業が抱える問題解決の方法をご紹介します。 

とは 

チーム・グループで必要な「データベース」、「プロセス」、「コミュ

ニケーション」の３要素で構成されたクラウド型ソフトウェアです。

「顧客管理」「案件管理」「クレーム管理」「業務日報」など現場

の欲しいシステムが簡単につくれるソフトウェア、それが

「kintone」です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
場 所：エムアンドシーシステム㈱セミナールーム  
定 員：各講座  10名まで 
料 金：各講座  10,500円（税抜）1社 3 名まで受講可能 
※BZ902 のみ 全 9回 63,000円（税込）別途ﾃｷｽﾄ代 5,000円（税込） 

<お込み方法>別紙お申込み書を FAXいただくか、お電話にて受講したい講座番号と日時をお伝えください。
お申込み後受講証を送付させていただきます。料金については受講日（複数回講座は初日にまとめて）お
支払いただきます。 

お申込み電話番号：086-421-5378 
お申込み書 FAX番号：086-421-5379 

お気軽にお問合せください 
※最低受講人数に満たない場合は講座が中止となる場合がございます。あらかじめご了承願います。また複数回講座の場合、途

中で受講を中止される場合、料金の返却はございません。あらかじめご了承願います。 

 

皆様のご意見・ご要望お待ちしております。 
制作・企画：M&CBSS事務局 
発行：エムアンドシーシステム㈱ 

〒710-0836 倉敷市沖 255-11 
TEL086-421-5378 FAX:086-421-5379 

http://www.mandc.co.jp/ 
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 経営・IT特別講座 

 

～ビジネススキルのアップを目的とした講座のご案内～ 

 


